
第１５回 小笠原航空路協議会

令和８年７月23日（木曜日） 10時30分～



第１５回 小笠原航空路協議会 次第

１ 開会

２ 議事

（１） 小笠原航空路に係る令和７年度調査結果・検討状況

（２） 小笠原航空路に係る令和８年度調査事項

３ 質疑・意見交換

４ 閉会
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小笠原航空路協議会設置要綱（設置）

第１条 小笠原諸島における本土との間の航空路開設についての検
討を進めるにあたり、関係者間の円滑な合意形成を図ることを目的
として、小笠原航空路協議会（以下「協議会」という。）を設置す
る。

（協議内容）

第２条 協議会では、次の事項について協議する。

（１）小笠原諸島における航空路に関すること

（２）パブリック・インボルブメント（以下「ＰＩ」という。）の

円滑な実施に関すること

（３）その他

（構成員）

第３条 協議会の構成員は、別紙のとおりとする。

（会長）

第４条 協議会には会長を置き、東京都総務局長がこれにあたる。

（招集）

第５条 協議会は、会長が招集する。

２ 会長は、必要に応じて構成員以外の者の出席を求めることがで
きるものとする。

（小笠原航空路ＰＩ評価委員会）

第６条 協議会には、別途小笠原航空路ＰＩ評価委員会を設置する。
なお、小笠原航空路ＰＩ評価委員会の要綱は別に定める。

（協議会の公開）

第７条 協議会は、原則として公開とする。

（事務局）

第８条 協議会の事務は、東京都総務局行政部振興課で処理する。

（その他）

第９条 その他、協議会運営に必要な事項は、協議会が定める。

第15回 小笠原航空路協議会構成員名簿

職 名 氏 名

国土交通省 国土政策局長 佐々木 正士郎

東京都 総務局長 山 口 真

東京都 港湾局技監 村 田 拓 也

東京都 政策企画局政策部長 吉 川 健太郎

東京都 都市整備局
航空政策担当部長

村 上 清 徳

東京都 環境局環境政策担当部長 神 山 一

東京都 環境局自然環境部長 関 威

東京都 港湾局離島港湾部長 儀 間 潔

東京都 港湾局
島しょ・小笠原空港整備担当部長

松 本 祐 一

東京都 総務局行政部長 芝 崎 晴 彦

東京都 総務局
小笠原・国境離島担当部長

上 野 正 之

東京都 総務局小笠原支庁長 濵 中 哲 彦

小笠原村長 渋 谷 正 昭

小笠原村議会議長 池 田   望

敬称略
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AW609

※機材情報は、カタログ値及び各航空機メーカーより聞き取りを行った情報、なお、性能は、外気温や搭載重量により変化するため、画一的な性能を示すものではない。

【開発状況】

• 米国のFAA（連邦航空局）の型式証明を申請中

•メーカーによると、FAAの型式証明取得後、2027年中に運航開始の見込み

•世界初の民間型ティルトローター機

•滑走して離着陸する場合、400ｍ程度の滑走路があれば、離着陸可能。 また、ヘリポートでも離着陸可能

•飛行機とヘリの機能を併せ持つ航空機であるため、法令整備が必要となる可能性

【機材の特徴】

写真提供：レオナルド社

航続距離 1,240㎞

座席数 最大９席

巡航速度 509㎞/h

必要滑走路長 ０～400m

航空機の開発状況等調査 資料１

３



小笠原航空路の検討状況（飛行場施設） 資料2-1

飛行方式 計器飛行方式（IFR）が可能な施設 ※南側のみ

検討条件
滑走路長：400ｍ＋α
標 高 ：約25m
配 置 ：制限表面への影響を可能な限り抑制

施設範囲 陸域及び海域

施設及び制限表面等のイメージ

制限表面の抵触範囲
転移表面：野羊山及び飯盛山の一部
水平表面：野羊山及び振分山の一部

転移表面への抵触土量 抵触土量：約 31 万m3

AW609が「飛行機（固定翼）」に分類された場合の施設配置案について、第14回小笠原航空路協議会で示した
「滑走路400ｍ＋α」案の制限表面範囲等について、地形との具体的な抵触状況を確認する。

※ 今後、メーカーが型式証明を取得し機体性能等が確定した段階で、施設配置案の精査が必要

・飛行機（固定翼）用施設案の制限表面が適用される場合、国立公園区域（第２種特別地域）である
野羊山の一部を含む約31万m3が転移表面に抵触

・水平表面については、抵触する地形の残置に向けて、飛行の安全性を確保するための検討を引き続き実施

転移表面抵触
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小笠原航空路の検討状況（水平表面に抵触する地形の残置に向けた検討） 資料2-2

・前回の協議会における水平表面に抵触する地形の残置に向けた検討の中で、航空障害灯の配置検討を行った。
・水平表面に抵触する地形が残置されている八丈島空港において、航空障害灯の設置及び維持管理に関する考え方
や留意点等を把握するため、八丈島空港の指定管理者である八丈島空港ターミナルビル㈱へのヒアリングを実施した。

航空障害灯(７基)の位置

【航空障害灯の設置及び維持管理に当たっての留意点】

・航空障害灯の日常管理にあたっては、空港内からの視認性確保が必要

・航空障害灯の点検のため、周辺樹木の定期的な伐採や、斜面の防護等
を含めた障害灯までのルート整備が必要
※八丈島では、R7台風被害による倒木が発生し、航空障害灯への接近が困難
となった事例が発生

航空障害灯（G地点）台風による点検ルートの被災状況（C地点）

倒木により
車両通行不可

八丈島空港での事例を踏まえ、小笠原航空路においても、水平表面
に抵触する地形の残置に向けて、維持管理も見据えた具体的な配置
場所等を検討していく

D

B

F

C

E

G

A

航空障害灯A～G

八丈島空港

水平表面
（半径
3,000m）

八丈島 【航空障害灯の設置の考え方】

   飛行の安全性の確保を図るため、水平表面に抵触する地形をカバー
   するように航空障害灯７基を設置
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環境調査（カサガイ調査） 資料３

・St.6以外の20地点で生息を確認した。(合計3,532個体)
・生息環境について、岩盤や巨石などの安定した基盤や、
波飛沫がかかり、隙間や凹凸の多い環境に多くの個体
が見られた。

・環境影響評価における予測評価及び保全措置の 
検討に必要な基礎データを取得するため、洲崎
地区を中心にその周辺を含め、天然記念物であ
るカサガイの個体数規模や生息環境の調査を実
施した。

【調査目的】

時期：令和７年７月
・個体数と個体サイズ(殻長)を1mm単位で計測
・生息環境を記録

【調査方法】

【調査結果】

調査地点（計21地点）

カサガイが
確認されなかった地点

カサガイが
確認された地点

今回得られた洲崎地区周辺でのカサガイの分布状
況や生息環境をもとに、今後、アセス段階におい
て、カサガイの保全措置等（移動を含めた保全措
置の検討、移動先候補地の調査など）に活用する。

カサガイ

カサガイの生息状況の例 岩盤の隙間に複数の
個体が集中する様子

凹凸の多い基盤に
付着する様子

殻長

0 500 1000

15以下

15~20

20~25

25~30

30~35

35~40

40~45

45~50

50~55

55~60

60~65

65超

個体数

殻
長
（
mm
）

文献によると、カサガイの繁殖
期は12月頃であり、年間で約
20mm～40mm程度成長するとされ
る

若い個体が全体の
約4割を占める

15以下

16~20

21~25

26~30

31~35

36~40

41~45

46~50

51~55

56~60

61~65

65超

殻長測定を行った全個体の殻長別の組成
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○ 航空機等調査

• 1,000ｍ以下の滑走路で運用可能な機体である
AW609の詳細な機体性能の情報収集や、技術開発
の進展も踏まえた他の機体に関する調査を引き続き
実施

• 運航事業者の知見等を得て小笠原への運航可能性に
関する詳細検討を継続

○ ＰＩ実施に向けた内容検討

• 構想段階パブリック・インボルブメント（ＰＩ）の
実施内容の検討を継続

○ 配置・構造・工法等の検討

• 想定される航空機に対応した洲崎地区の飛行場施
設について、自然環境への影響や運航事業者等の
知見を踏まえ、配置を検討し、構造・工法を更に
検討

○ オカヤドカリ類の生息状況等調査

• 都条例に定める環境影響評価手続に向けて、専門家の意
見を踏まえた事項（天然記念物であるオカヤドカリ類
等）の調査を実施し、環境配慮書案を更新

ＰＩ・航空機等調査

◎ 村民生活の安定と小笠原諸島の自立的発展、更には村民の安心・安全を守るため、貴重な
自然環境と調和した航空路の実現を目指し、 関係機関と緊密な連携を図りつつ、パブリック・
インボルブメントの円滑な実施に向けた準備を着実に進めて行く。

○ ユネスコ世界遺産センター提出資料の内容検討

• 航空路開設等がOUV（固有植物、陸産貝類）へ与える
影響について、遺産影響評価を行うための検討事項を
整理し、専門家へのヒアリング等を行うことにより評
価手法を検証

令和８年度の調査事項 資料４

令和８年度調査のポイント

環境調査

空港計画調査
ムラサキオカヤドカリ（天然記念物）
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